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薪茨林利用による天蚕増殖試験
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緒言

孫m林を利用し，またはIfriJ1を林をしたて，これに天蚕 (Antherae'1 yamamai GUEl:.rN) を飼い， この

繭から良質の繊組合とる事業は，古く安政のころカ、らはじまり，昭和 9 年には天蚕糸の年度ぬは， 4000斤内

外に遣した。また，満州、|では明治 14 年ごろに斗二荘からフランスに向け，枠蚕 (Antheraea þ~rni GUEln);) 

糸 1000 間を輸出したとの冗録があるばかりでなく，昭和 9 年ごろには，大豆，石炭，豆油等につぐ重要

物産の一つに数えられていたようである j このように野蚕の飼育はどの地方でも， 府化から結繭までの

rrn，もつばら野外に放ちfi， ;J I，、にし， lji!在でもこの方法で斤われている d したがって，放飼の期間中に各種

の環境抵抗を受け，虫の数は著しく減少する υ 赤沼(1934) によると勝化から 39民までの減少数は全令減

少蚕数に対して春期は約 60%，秋期(秋作蚕削育) (土約 90% に達し，その 90% までは主Ii食性待敵の喰

筈によるものとしているご糸口等(1939) はその宮敵，ことにハチ頴，鳥類の防除対策を諮じなければ所

期の|ヲ的も達成しえないとし，林 (1948) は全令屋外放益では 20% 以下の結繭歩合を示すのが普j忌で，

減蚕の多いのが作釜飼育の致命的欠陥であるとしている 以上のごとく野蚕の飼育には，出敵の防除が最

も重煩な問題のーっとなる むしろ，野蚕放自，;1が成功するカミどうかは主として害敵防Ei守の成否にかかって

いるとし、うことができる。本報bは，野蚕放民~ij試『放の第一段階として飼育林内の告敵の種:知および符敵の

季節別))11容を畳I 'i'Jに解析したあfi:W:である。

本i弐，J~誌を f子うに際して終始御指導と御IiJJi'fを賜わり，また本幸litfの校閲を賜わった林業試験場今関í~~;@

{';II長ならびに日 iヰ正佼按rr， j試5角地の設Vcに種々御援助をいただいた休業試験場前経'治部長嶺一三氏，経

営部佐藤[:z之， :J:ニ f:楊一Î!1í同技官ならびに野蚕卵のj以Jl，および飼育指導を賜わった蚕手正式牧場生日~r~i')長清

水滋市土，蚕糸試験場 I会本支場浅野市志波rnこ士、I して，また蜘妹*iの同定は岸w久吉j_.U長科の同定は林業

b'r\!験場北削道交i易保護部長Jiz上元l1lJ I"t士の労を煩わしたもので，以上の尚氏に対し泊、甚なる孤立を表する d

主なる捕食性動物

今回の試i倹 rl~に採集，限努し fニ捕食悶で目立I)'!坊は次のとおりである c

筒旬性動物

A. Jill日除類

a. カニクモ科

1. S ynaema j a戸onica BOEnE)lDEI:.GET et ST1U::¥D. ブノジグモ

2. Xyrticus e戸hiÞPiatωSDIO::\. ヤミイロカニクモ

3. Mis間的問 fricus ρidata F ,\Bmct:s. ハナグモ(ハナカニグモ j

(1) 京都支場保護研究室長 (2) 長野営林署
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b. ゴガネグモ科

1. Enoρloynatha jαρonica BOEf'Kt¥J:EHGE'I' et S'I'I:.j1};]) コノハタモ

2. Theridion jaρonicurn Bom'J叩nEHG ヒメグモ

c. ハエトリグモ:f3j

1. Evo�hrys niþρonicus KJRI ITlは ネコノ\エトリクそ

2. Rakuhoa nakm河urai KJRITJnA ナカムラノ、ェトリクモ

d. ヒメグモ科

1. Enoρlognatha foliicola DけEKT'I'Y et S'I'II.ASl> ハヲ'j' ;r !T モ

2. Nishina generosa KT円1 fTDA ニシナグモ

B. tll;'もち1

1. Camρonotus herculeanus ja戸ol1 icus MA  Y I:.・ クロオオアリ

2. Lasius niger LJJ'>XE トピイロケアリ

飛河~'I'l: 昆虫

A. スズメパチ1斗

1. Polistes fadwigal DAr,LA TOHlm セグロアシナガバ千

2. Polistes jokohm刊 ze Rλ])Of\ZKO\\・日Kr キアシナガバチ

3. Polistes snellemi SAl'R8U1m コアシナガパチ

4. Vcs�a mandarinia SMI'l'H スズr メ"チ

5. Ves�a ja戸onica SA URRUH.E グロスズメノて千

B. サシガメ科

1. Rhynocoris ornatus UllLEH アカヘリサシカメ

2. Cydnocoris russatus S 'I',\I, アカサシカ、メ

3. V clinus nodi�s UlTLEI: ヤニサシガメ

鳥類

Coruus cO'l'one orcentalis EYE I:S,L\};:'; ハシホゾカラス

Emberiza cioides BHA:Nll'r ホホジロ

Spodiopsar cineraceus TF~Dln可TK ムクドリ

Zosteroρs palρebrasa jaρollica TK~I~ITXCK et SCITLEGEr，メジロ

調査材料および調査方法

木前，J査の材料としては実蚕紙科 (Saturnidae) に属する天蚕をIIJ \，、た。

1948 年の供試蚕は前年に長野泉南安曇郡有田村で飼育p 採卵したものを， 2 月に譲り受け，冬季は当場

昆虫研究室内で自然、温湿度におき， Í{iîj斜のクヌギの発芽をまっために 3 月 18 日から 5 月 6 日までは 5'C

に冷蔵した。 5 月 6 日室内に取り出し，府イt最応日の 5 月 11 日の幼虫を飼育林に放1[tû した。

1949 5fの供試蚕は前年の試験区および採卵区より収献したものカ、ら採種し，前午と同様に保護管J'g!し，

3 月 20 日から 50C に冷蔵， 5 月 18 日前主室内にとりだし 5 月 23 日に鮮化した幼虫を飼育林に放

政司した。
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1950 年の供試蚕は前年と同一方法で採種，保護し， 3 月 20 日から 5つC に冷蔵 5 月 10 町、ì1J i恒三I人j

Aことりだし 5 n 15 日に勝化した幼虫を飼育林に放飼したコ

なお，これらの供武材料の各母織については般債lこ微粒子病 (Nosema sp.) の有無を検査し fl~i)f蛾

から産卵したものは全部除いた。

出iü査には茨城県多賀郡関形村林楽試験場高荻試験地の殺伐材:試験跡地のクヌギ林を使用した。国民2 ア

{ノレ， iiì飢え木数 120 本，これに幼虫 6000 IiTiを放飼したコ調査は 1948~1950 の 3 カ年つづけたが， 1948 

~1949 年の同年は害敵の種類および放飼虫減少の大要を知るために汐'のごとく試験木を設け調査したて

(1) 環境綜合因子による被害区

試験設備の内容← 飼育林内で他の試!検区より Jヒ較的遠距離の場所に設置ρ イJ~試木 5 木。 {jh試虫数

150 司i。

(2) 生物因子以外による被害区

試験設備の内容←一樹幹の-~mに愉状にライムを塗布して飼旬|主動物を遮断し，なお 1 分日の糸綱を

張り飛矧性昆虫を防止する。 fHJ試木 5 本コ供試虫数 150 頭3

(3) 伺F訓免動物による被害区

試験設備の内容一一 1 分日糸網を張りfRJ観性勘平日以外を防除する O イ共試木 5 本。供試虫敷 150 lTtﾌo 

(4) ヲK朔，!~t昆虫による被害区

試.~設備の内容一一(2)， (3) 試験区の外側へ設置し，これらのポ網をもって鳥類を威嚇し， 筒釘i浮動

物はritJi停の寸明白状にライムを塗布し遮断する 供試木 5 本。供試j\数 150 羽。

なお，烏官民による被害は直接調査することが不可能であるため政境綜合因子によって准定した 1950 "j三

は同一期間の許敵別の加害率を調査するために，環境綜合因子による被害区および対・照区(生物図子以外

による被告区〕を設け調査を行った。

調査方法は放飼した翌日から営闘終了まで毎日午前 1 回， TIrI数調査を行い，その減少原因をì1l究あるい

は俄定し，さらに飼育林内を時々みまわり，加害中のものも主録した J

調査結果

本，Vi;j査による幼虫の減少状江主は Table 1 ~ 7. Fig. 1 ~ 4 のごとくで，これを'rl1 i，>J!zの種頃別に取り纏め

た結果は次のようである l

A. fnl旬l陀動物による被害

山 (0当日から 5 日後まで (11~15/V , 1948; 23~27/V , 1948; 15~19/V ， 1950) ，すなわち 1 令中期ま

での減少の原因は，各年ともに筒旬1可動物jによるもので，特にクモ類の加害がJ!j著であった。グモによる

被害の 90% はフノジグモにより，これについて、ヤミイロカニグモの加害が目だった。 なお， 1950 年の

調査によれば，この期間中のほとんどが，これらクモ~iによるものである。

グモについで加害が比較的に大きいものはアリ科の昆虫であったc しかしこの科が加害するときには幼

虫の死体を，つねに運び去るために，被害数を記録することはできなかったが，次の事実から多数がこの

ために減少するものと推定されるこすなわちp 山付を幼虫で庁った場合特にトピイロケアリの集団的加害

を各所に見受けた。また，卵で山付を行った場合p 前化中途の幼虫が盛んに加害されているのをみたで

山付 6 日後から 10 日後まで(16~20!V , 1948; 28/v ~ 1/\1, E~49 ; 20~24/V ， 1950) ，すなわち l 令
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Table 1. 環境綜合因子による彼筈区

Injurieョ of the worms caused by all environmental factor3. 
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Table 2. 生物因子以外による被害区

Injuries of the worms caused by non-biotic factors. 
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Table 3. ffiJ 旬性動物による被芹区

Injuries of the worms caused by predacious animal enemies which climb IIp the food trees. 
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j{Ji-.炭林利用による天蚕増殖試験 〔中原・北沢〉

Table 4. 飛朔性昆虫による被害区

Injuries of the worms caused by flying insect enemies. 
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Table 5. 環 J立総合 l主|子による減少原因の解析

Analyseョ of cause忌 which aff~ct the diminution of the reared worms in th巴 field. 1950. 
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備考 Rem2.rk: 原因不lザjの中にはアり科により減少したものも含む勺

Table 6 , 31/ V (3令)幼虫を放飼した場合の減少率

Per Cent dil1linution of the worms which rele泊ed at 31th May (3rd instar). 1950. 
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Table 7. 16/Vl (4 - 5 令)幼虫を双飼した明合のi減少率
Per Cent diminution of the worms which released at 16th ]une (4-5 instar) , 1950. 
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環境綜合因子に与る彼害巨
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中期より末期までの減少の原困は，前期間と同様に各

グモ績による被害が甚大で， 1950 年の調査

によればこの期間中の減少はクモ額の捕食によってお

こり，アリによる被害はlì~刻問よりも急に減じ，時々

年とも，

見受けられる程度であり，またこれらによると推定さ

れるものも急激に淑少している。

25/V ， 1950) ，すなわち 2 令以降の幼虫は，各年ともに筒]包2/V1 , 1949; 山付 11 日後: (21/ V , 1948 ; 

5 および Fig. L 2 参照〉。3 , 性動物の危害はほとんど認められなかった (Table し

すなわち l令中描15~ 19/ V , 1950) , 23~27 /V , 1949; 

B. 飛初性昆虫による被害

山付当日から 5 日後まで(1l~15/V , 1948; 
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までヲr~朔陀見虫にょっ℃こうむった危d古はきわめて少数のサシガメ科，特にアカヘリサシ ;lf メによるもの

である。

山付 6 日後から 10 日後まで (16~20/V , 1948; 28/V ~l/ \I， 1949; 20~24/V ， 1950) , すなわち 1

令中期より求矧までの減少の原因は， 1948 年ではアシナガパチ，クロスズメバチによるもので， そのあ〔

はきわめて少なかった。サシガメ科， 特にアカヘリサシガメの加告は各年ともにE認められ， 1950 年の調

査では，この矧IliJの減少はクモについで多く，これによる被告が日だった。

山付 11 日後から 15 日後まで (21~25/V , 1948; 2~6/VI ， 1949; 25~29/V ， 1950) , すなわち 2 令

期の以少の原因は，スズメバチ科昆虫の食官であって， 1948 年を除いて各年とも顕著であった 1950 年

の調査によれば，この期間中の減少の半数がアシナガバチによるもので，つぎにサシガメ科のために危害

をうけている υ また，クロスズメパチによる被告も少数ではあるが，減少の以因となっている。

山付 16 日後から 35 日後まで (26/V ~14/VI ， 1948; 7~26/V I， 1949; 30~ 18/11 , 1950), すなわち

3 , 4 令虫のìl!iX少はスズメバチ科，特にアシナガパチの食害によるもので，前期間より被害はさらに高率

となり， 1950 年の調査によれば， Table5 ~7 および Fig. 4 のごとく 5 月 15 日に放創したものは

6 月 7 日，すなわち山N後 24 日までにごËjjj1数が死滅したc さらに 5 月 31 日， 211民起幼虫 150 llWを調

査木以外の飼育木から試験木 3 本にうつして，減少数を調査したところ， 6 月 2 日から 7 日までの聞にア

シナガパチの食干さをうけ 6 月 13 日，すなわち放fil'J 14 日後に全滅した

山付 36 日以降(l5/V1 ， 1948; 27/\"し 1949; 19/\1, 1950) は， 1948, 1949 同年ともに飛矧性昆虫に

よる被害はほとんど認められなかった。 しかし， 1950 年の訓査によれば， 6 月 16 日， 4~5令幼虫を

150 HJ'i放倒したみc\;，!fuß:区が，初期に 12.0% の危告をうけただけで，疋12存虫 132 jjj11 土 7 月 10 日まてJこ全部

繭をつくった また， 6 月 23 日， 4~5令幼虫 70 聞を放飼し，T)íJ同機に調査したところ， llîl1の被告rもな

く， 7 月 11 日全lli1数が繭をつくった J 以上被害が季節l的に増減する原因は Fig.4 のアシナガノてチの経過

と凶連し，アシナガバチの幼虫のH~食量が多い期111]，すなわち成虫の活'l]:î}JJ切にはヲミ蚕幼虫の被告が最も多

く， アシナザバチ幼虫が焔になるH寺J坊になると被害率も急に少なくなるように考えられた (1949 年に

おけるスズメハチ科による被:13は，他の年とその時期がちがうように見うけられるが，これは山小j 日を基

礎として)11 り縦めたために差がでているのであって， -r~J'1 f~減少と季節fドJな関係は各年ともに大差はなL 、)c

(Table 1 , 4 , 5. 6 , 7 および Fig. 1 ~4 参照)

C. 鳥海1による被害

山付 6 日後から 10 日後まで (16~20/V , 1948; 28/V ~ l/VI , 1949; 20~24/ V , 1950), すなわち 1

令中期より末期にわたる減少は， 1949 年 5 月 29 日前後に?札、て小鳥群(メジロ) の飛来に原因がある

ようで，飛来後に多数の幼虫が減少している c これらは種々の点からみて鳥類によるものと推定される c

山付 11 日後から 15 日後まで (21~25/V , 1948; 2~6/ロ， 1949; 25~29/V ， 1950) , すなわち， 2 

令期の減少の原因は各年ともに小鳥群(メジロ)による被害が多く，顕著な例は 1948 年 5 月 22 日の 1

日間に 98 頭のうち 14 頭がこのために波少した3

山付後 16 日以降 (26/V ， 1948; 6/\] , 1949; 30/V ， 1950)，すなわち 3 令後は 1948 年においてハシ

ボソカラス p ムクドりによる被害が主でp この時期は雛鳥の巣ばなれに相当し，親，雛ともに飛来し，加

害している様子がしばしば見受けられたご

E号{境綜合因子による被害区の調査によれば 6 月 4 日の 67 IlJ'iのうち 8 頭. 6 月 9 日の 46 頭のうち
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8 m.l. 6 月 12 日の 33 頭のうち 11 頭が減少し，また調査木以外における減少も目だち，これらによる

被官はきわめて高率であった。また， 1950 年ではこの期間中，ホホジロによる危害が多く 5 月 30 日の

43 ilT1のうち 18 到の減少が最も多し またこの日を巾心として調査木以外の放飼木にも相当数のi成少が

認められた (Table 1 ~ 5 および Fig. 1 , 2 参照〕。

要約

1. 本調査は林業試験場高萩試験地内の閥、支林試験跡地のクヌギ 1討を飼育試験林とし， 1948~1950 年

の 3 カ年にわたって調査を行い，これを取り纏めたものである c

2. 5 月中旬ごろうで蚕幼虫を放飼した場合，これに加i告する捕食性動物の主なるものは，

飼骨~!:!lìM"7JJ

A. クモ類 10 種 B. アリ科 2 種

ヲ~~g性昆虫

A. スズメペチ科 5 種 B. サシガメ科 3 種

鳥類、

A. カラス科 1 種 B. スズメ科 1 種 C. ムクドリ科 1 種 D. メジロ科 l 種

3. 伺旬'i"f動物による被害はうで蚕幼虫の令に関係し，幼虫が成長するに従って彼等率も減少する F被告は

山付当日から 5 日目，すなわち 1 令中ごろまで最も多く，25 日日すなわち 3 令期以後はほとんどなくなる。

4. 飛朔性昆虫による被告はほとんどアシナガバチによるもので天蚕幼虫の令期とは関係がなしむし

ろアシナガバチ幼虫の倶食量の増減に左右され，感食期に危害は最も多く，イヒ師とともに減少する。季節

的にみれば，被告は 5 月 25 日ころから急激に増加し， 6 月 20 日ころ，すなわちアシナガバチの化踊jl;日

にいたって急に減ずる。また，サシ-JJメ科による被害は府化から 10 日まで，すなわち 2 令期までみられ，

天安の成長とともに減少すーる 1

5. 鳥類による被害は各年， その種類および被害程度も異にするが， 一般に若令中は/J、烏群の被告多

し壮令期に至ってムクドリ，カラス群による危害が甚大となる。
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図版説明

A: 対照区 Test plot of open rearing (Control) 

B, C: 生物因子以外による被害区 Test plot to examine the injuries owing to the non.biotic 

D, E ・角l旬性動物:による被害区 Test plot to examine th巴 injuries owing to the predacioL:s 

animal enemie which climb up the trunk. 
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]ir(l NAKAllAHA and Shinzo KT'I' ,\ZAW,\ : Experiments on rearing the Japanese 

Tus>:ah Silkworm (Ancheraea yamamai GUEI目的 in coppice oak. 

R駸um� 

From the oId time , the ]apanese Tus>:ah silkworm (Antheraea ymηamai 

GU1mT'N) has been reared in the oak coppice in order to harvest the cocoons. 

However, the amount of the finaI harvest of the cocoons was usuaIIy very 

Iittle, because the majority of the released worms were c1estroyed by many 

.environmental resistances. 

The writers hac1 carriec1 out the fielc1 experiments for three years since 

1948, in orc1er to analyze the causes affecting the lives of the relea>:ec1 worms 

.c1uring their larval stages anc1 obtainec1 the foIIowing results: 

1) When the worms were releasec1 in May, they were attackec1 by th巴

foIIowing predaceous enemies:一

a. Spic1ers anc1 insects which c1imb up the trunk of the fooc1 plant: 

Araneina 10 sþρ Formicidae 2 sρρ. 

b. Flying insects: 

Vesρidae 5 sρρ. 

c. Birds: 

Corvidae 1 sρ. 

Sturnidae 1 sρ. 

Reduviidae 3 sρρ. 

Fringillidae 1 sρ. 

Zosteroρidαe 1 sρ. 

2) The number of the victims of spiders anc1 anis correlatec1 with the stage 

{)f the worms, and decreasec1 with their growth. Namely, during the first five 
days from the day released (middle of the first stage) , the worms were severely 

injured, but as about 25 days passec1 (worms in the thirc1 stage) the worms 

became free from the attack of enemies. 

3) The damage caused by the flying insects increased remarkably from th巴

laUer part of May when the worms were about the thirc1 to fourth stage. 

Majority of these victims were attackec1 by the several species of wasp , belonging 

to th巴 Vespidae. Then, the damages c1ecreased in the latter part of June, when 

the larvae of the wasps enterec1 the pupal stage. So, the amount of the damages 
seems to c1epend on 出e quantity of food taken by the larvae of the wasps , but 

not on the stage of the worm. 

The entomophagous assassin bugs (Reduvidae) attacked the worms c1uring 

10 c1ays from the hatch to the second stage. 

4) The kinc1 of birds which attacked the worms and the degree of damage 

by them were different each year. But, in general , the immature worms were 

preyed by small birds , as sparrows and white eye , and the mature worms were 

.eaten by grey starlings anc1 crows. 
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